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はじめに

貨物の輸送手段には空路． 海路， 陸路がある。

空路は． 海路や陸路と比べて運賃は向いが輸送時

間の短い輸送手段として重要な役割jを担っている。

島国である日本の貿易において， 貨物は空路か海

路で輸出入される。 空路で速ばれる航空貨物と海

路で運ばれる海上貨物の割合はどのぐらいだろう

か。 貨物愉送では， 輸送量を単位とするifi:Q;ベー

スと ． 輸送金額を単位とする金額ベースの2つの

指標が貿易Qとして利用されている。 そこで表1

に2013年における航空貨物と海上貨物の輸送

丑と輸送金額 ． その分担率をそれぞれ示す。 輸送

)lj·で航空の占める割合は1%にも満たない。 しか

し 輸送金額では輸出入ともに 航空の分担率は

20% を超える。 両輸送手段の単価（filiilあたり価

格） を2013年の数値で比絞すると， 航空貨物は

輸出1.974万円／t， 輸入1.554万円／tであるの

に対し 海上貨物は輸出18万円／t， 輸入6万円

/tと大きく異なる（国土交通省航空局 ， 2015)（参

考文献［ 2 J）。 重量にすればわずかであるものの．

lji側つまり付加価値の高い品円を輸送している空

路は．｜玉｜際貿易において必要不可欠な輸送手段な
のである。
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1. 国際航空貨物輸送量・金額の推移

近年の日本における国際航空貨物輸送量・金額

の推移を図に示す。 輸送l1i；は左，1油 ． 輸送金額は右

軸の数値であるI)
o 2008年後 半から 2009年にか

けて生じたリーマンショックの影響を受けて落ち

込み， その後輸入は回復基調． 輸出は2010 年に

一時的にl!!I復したものの以後低迷しているのは，

輸送祉も輸送金額も 同じである。 これは， リーマ
ンショック後の円高傾向を受け. ）昨日製造業が生

産拠点を海外に移したことと無縁ではない。 家電

製品のような家庭・業務用機器を中心に ． 空路が

よく利用される付加価値の向い品目が海外で生産

され輸出が減る一方 ， それらが 空路で愉入される

ことでとくに輸入金額が哨えていると与えられる。

しかし 輸送量と輸送金額で傾向が異なる点も

ある。 例えば． 輸送:firの場合， 輸入と輸出は同程

度または2009年以降は輸入が多いところ， 輸送

金額は2013年を除き輸出が輸入を上岡る。これは，

輸出は機械部品やm気機器など 半製品と呼ばれる

製造途rl•にあるl陸Qな品目が中心である－}j ， 輸

入品目は半製品に加え， 家庭・7駐務用機器や装置

などの完成品が多いことが一 因と考えられる（詳

しくは表2参照）。 実際， 先述のとおり， 輸出の方

が輸入よりも単価が高い。 その他の異なる点とし

て． 輸送訟は輸出入合計が最大となっ た年は

2004年であるのに対し2) 輸送金額は200 7年が

最大である。 その理由として， 海外現地生産の進
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